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黒潮を越えて
本州島から八丈島へ

グァム・サイパンで使用
されたものと同じ遺物が
発見される。

北硫黄島
石野遺跡

八丈島
湯浜遺跡・倉輪遺跡・八重根遺跡

東京都埋蔵文化財センター企画展
2018年3月から

●本州島からと南太平洋
の島々からの人の流入



埋葬人骨【倉輪遺跡】

●伊豆や南関東からだ
けでない文化の流入



●縄文人はイヌやイノシシ
を持ち込んで生活した。



●神津島の黒曜石は関東地方
各地の縄文人に使用された。





●北海道や長野県の遺跡からもオ
オツタノハの腕輪が発見される。



●南方先史文化
の流入。









江戸東京博物館特別展
2021年5月から







縄文時代と丸木舟
●日本最初の発見例

大阪府鼬(いたち)川で偶然の発見

●縄文時代の丸木舟

千葉県八日市場市周辺で河川改修

時の発見

●大正期～昭和30年代まで

河川改修での偶然の発見が相次ぐ

●昭和40年代から開発に伴う発掘

調査による丸木舟発掘例増加

北海道から九州までの各地で出土

(縄文～江戸時代のもの)
島根大学構内西川津遺跡：丸木舟・櫂・ヤスの柄が揃って出土



鳥浜貝塚ユリ遺跡での丸木舟発見
………１遺跡で10艘を越える丸木舟が発見された………

最初に発見された１号丸木舟
は艫(後)の部分が発掘区外に伸
びていたので、よく年に発掘区
の外の部分を別に発掘して、残
りの部分を取り上げた。

☜1980年に発掘
した部分は、底
に焦げ跡が残っ
ていたので、丸
木舟作りに火が
使われたことが
分かった。

☜1981年に、外側の部分を発
掘し、艫の部分がしっか残っ
ていたことが確認された。



縄文時代早期の丸木舟

①千葉県市川市雷下遺跡例（日本で最も古い発見例）

縄文時代前期の丸木舟
①埼玉県草加市綾瀬川例 ②長崎県佐世保市伊木力遺跡出土例 ③島根県

島根大学構内遺跡例 ④福井県若狭町鳥浜貝塚例 ⑤神奈川県横須賀市伝

福寺裏遺跡例

縄文時代晩期の丸木舟

①埼玉県川口市赤山陣屋跡遺跡例 ②新潟県新発田市

青田遺跡例 ③福井県若狭町ユリ遺跡出土例 ●縄文

時代後半期の丸木舟は (a)船底内部に削残し隆帯. (b)

船体を薄く仕上げる. (c)船底外部を平らにしてある.



舟の木取り⇒幹の一番下の部分が素材としては最適

一番玉

二番玉（節が
長く多い）

隠れ節の多い部分

2ｍ以上の大径木も

1ｍ程度の大径木

割り裂き製材

節部分が割れ
て船体に障害

縄文時代の丸木舟

弥生時代の丸木舟



縄文人の工夫

ユリ遺跡の丸木舟には、
底を平らにした薄い仕上
(厚さ2センチくらい)
がりの丸木舟が有る。

ユリ遺跡２･７号舟鳥浜貝塚１号舟

①船体を薄く仕上げる。
②船底を平らに仕上げる。

①浅瀬を移動できる
②横揺れ(ローリング)を
防ぐ

③船体を軽くし、持って
移動させる

④浜に乗り上げることが
できる

①浅い喫水
波が高いと水を被る

②転覆した場合戻し難い
③荷重に対する応力が低
畝上の高まりを作り強
度を保つ



①水運＝重量物・大型物の搬送,遠距離搬送,外洋航行.

丸木舟によるヒスイ・琥珀・黒曜石・海産物等の搬送

水界での活動 内水系・海洋などの水域条件
が資源調達に影響を及ばす



水界での活動 ②漁労⇒沿岸見突漁の開始

丸木舟

骨角製鏃

木
製
雇
い
柄

櫂

丸木舟

持ち柄

復
元
品

雇い柄の両側に角製ヤ
ス先、先端に骨鏃

櫂とヤス柄



国立科学博物館特別展
2023年7月から





倉輪遺跡からは、本州島
各地で使用された縄文土
器が発見されている。
⇒八丈島に入った縄文人
は、伊豆半島や三浦半島
の居住者とは限らない。 東京都埋蔵文化財センター2018年企画展図録より

縄文時代人は黒潮を越えて八丈島へ丸木舟渡航した



縄文時代には日本という枠組みはまだ無かった。日
本列島に住んだ人々は、やがて地域集団を作った。
⇒北海道～九州に、地域性を示す土器圏が生まれた。

5000年～4500年前
の先史土器分布圏



日本列島に移動した人類は、日本の気候変化に合わ
せて、居住地を定めて生活するようになった。
縄文時代には、居住地を所有する権利や継承する権

利が生まれ、地域居住者の地域社会が創り出された。

縄文人はどんな知恵を持っていたのか？



①
②

③

台地下北に初期からの馬場平居住地④
南に谷を挟んで分住した田中居住地⑤
馬淵川の対岸に分住した大平居住地⑥
西居住地西高台に広げた高台居住区⑦

①
②

③
④

⑤ ⑥

⑦

★各居住地(居住区)には、同地点に建
物を作り変え続けた結果、250～300強
の重複建物址が残る。⇒居住地内に単
位集団が利用権や継承権があった？

埋葬地

台地上に空地があるのに、竪穴住居はなぜ重複構築されるのか

岩手県御所野遺跡



施設を作るエリアが、単位集団ごとに
割り当てられていたのではないか？

一単位集団の施設数は、この場合７棟で
20～30人で単位集団が構成されていた？

④作り替えの度ごとの竪穴住居址を整理すると複数
の建物を持ったグループが浮かび上がった。



竪穴建物はなぜ重複するのか？ 知己社会から系統社会へ
●居住地のある空間を、単位集団が占有しその地の所有権
や継承権が存在する「系統集団」となっていた。限定地で
建て替えを行なうため、先行建物址と重なることになる。



多くの先行研究がある、縄文土器作り

土器全体を覆う量の薪
を用意する必要があり
写真の実験の場合、含
水率を10％台におとし
薪＝直径12～15㎝のコ
ナラ1/2本分を使用。

土器を焼くために火床
を作る必要があり、焼
き床を作る際には、
直径12～15㎝のコナラ
の木一本分の薪が必要
だった。



縄文土器での煮沸調理実験⇒一居住地の年間調理用薪量を算出



薪追加・沸騰・薪の除去

薪の配置を工夫して、
類似条件の燃焼に努め
た。周りを囲うような
薪置きでは、熱が外側
に向く割合が増えるこ
とが分かり加熱力が弱
まることが分かり、薪
の追加時の置き方も、
条件をそろえた。
実験地は３日め位か

ら灰や炭が増加して、
露天炉周辺が安定した
良い火処になった



地床炉での実験結果



掘りこみ炉での実験結果



燃料⇒暖房・乾燥・調理・加工
燃料材を１㎏ごとに10束つくる 薪の含水率測定

燃料材を１㎏ごとに燃やす 火棚のところに温度計と湿度計を設置

●竪穴建物の生活
環境調査⇒掘り込
み床の建物の「住
み心地」と「空調」の
研究を展開した。

暗く湿っぽいので
はないかと考えら
れがちな「竪穴住
居址」は、世界遺
産に指定された北
海道や北東北の地
では、気温が氷点
下になる日が 100
日以上ある。
どのような生活が
あったのだろう？



竪穴住居内煙層と屋内材付着煤

←復元建物での燃焼を繰り返すと、室内上部
の煙が滞留する部分の建築材は、油煙で黒
光りするようになる。虫害を防ぐ役割があ
りそうだ。

↓復元建物の石囲い炉での燃焼で、屋内上位
に煙の層ができる。空気抜きの窓より低い
ところは煤の付着が少ない。



竪穴住居の温・湿度変化グラフ
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竪穴住居の温度変化グラフ
３月でも０度前後の日が多い北東北、室
温が１５度くらいに高められている。有
機物の器具の凍結を防ぐことができる

竪穴住居の湿度変化グラフ
湿度５０～７０％の室内が、２０％を切る
状態になる。建築部材が腐食することを防
ぐ効果がある。腐らなくなる。



三内丸山遺跡の花粉分析結果は、人の居住開始と
森林相の変化が重なっていることが示されている。

●縄文人は栗林を作った



今日話題は「石斧
の役割と効力」

石斧は8000～7000
年前頃に標準装備
化された＝どの遺
跡にも残されるよ
うになった。
この時期に居住地
遺跡が各地に残さ
れるようになった
ので、木造施設の
普及と石斧の標準
装備化は相関する
事象であったとす
ることができる。

6月1日

縄文時代の木工具石斧の効力と施設つくり 6/12回

クリ

サクラ

1400打撃

2900打撃



縄文時代⇒誰のものでもなかった土地を、自分たちに使用する権利がある

場所と考えだす。人類の定住開始は近隣生態系との継続交渉の始まり。

●縄文時代の里山林にも、自然林とは異なった人が関与した生態系がある

ex.三内丸山遺跡⇒クリの里山 しかし西日本では…

地域差・地勢差・植生差と里山交渉の時間や規模が反映

「縄文遺跡」からクリが建築物に使用された情報が得られた

山田昌久1993・2012より



縄文石斧の変遷



縦斧＝伐採時に使用横斧＝刳り抜き加工に使用

丸木舟製作に使用した横刃石斧

横斧＝長い柄と短い柄

北海道
紅葉山49遺跡
出土横斧柄









復元された富山県桜町遺跡の環状木柱列(集団象徴的建造物)



しゅつ
ど

３ヵ月後

２４ヶ月後
★出土木の成長量を調べると、１haあた
り１００本以下の林だった。

実験林での木の密度と成長速度
「縄文時代里山」の林密度……人の関与成長はあったか



①

30㎝ 50㎝ 100㎝

柾目取り

角材利用

板目取り

節で製材しにくい部位

節なしの製材し易い部位

②

③

●縄文時代人にとって建築材として利用できる
資源は限られていた。切らずに残すと、子供の
代では使えない木になってしまった。居住地継
続は、世代を超える時間知を必要とした。



丸木舟製作実験

於：福井県三方郡若狭町 三方町立縄文博物館
（鳥浜貝塚）

若狭湾

三方湖

０

３km

鳥浜貝塚

杉伐採実験
2002年7月20～24日

丸木舟製作実験
2002年8月 5～11日

9月 1～12日

2003年3月 4～13日
5月19～22日
9月12～19日

ユリ遺跡



２.上半部分を取り去る

１.樹皮・白太を取り去る

白太（シロタ） 赤身（アカミ）樹皮

３.外形の粗削り

復元作業の工程１



復元作業の工程２４.内面のくりぬき

５.内外面の調整

６.仕上げ



石斧は大木にも負けない
しかし人は疲れる

2002年7月
胸高直径：約97㎝
樹高：約32.2ｍ



24000打撃3日間で伐採



丸木舟製作の流れ 皮剥ぎ



丸木舟製作の流れ 白太部分の削除（石斧削り）



割らずに縦斧横斧で溝付けそぎ取りし半分にする



船縁の高さを確定



舟の粗形作り



刳り抜き始め



正確な形に成型



粗い形状作り後にバランス判定のため走行試験



焦して木をしめて完成へ



居住地に家を建てる技術の獲得⇒縄文時代の道具(石器・骨
角器・木器)は、現代人が用途を想像できるものが多い。





「縄文時代」の生活用具
籠・袋・敷物・布などを編む技術・織る技術・縫う技術 9/12回

織った布ではなく編んだ布

口を閉じる
籠（袋）

漆漉し布

木・蔓で編
んだ籠・袋



「縄文時代」の遺跡からは
鹿の角で細い針を作り糸を
通す孔をあけた縫い針が出
土している。

長野県栃原岩陰遺跡10000年前

青森県三内丸山遺跡50000年前

北海道北小金栃遺跡6～7000年前



１～２カ月後に取り出し靭皮を剝ぎ水洗い



縄文人は編み構造（交差組み・巻き絡め）で、収
納や水浸施設での上下動に対応する口綴じ容器を

作った



スピードガンによる計測

手投げ実験

モーションキャプチャー
による動き解析

投槍器投げ実験

検討項目＝効力測定・丸木弓と塗装弓・直進性確保

発射装置による射出
＝石器に対衝突圧の
増強目的の加工工夫

狩猟漁労

弓矢射出実験



台形様石器
①基部形状類型性
あり＝同一着装。

②厚みを有する。
③基部加工と作用
部との間に着装
時に機能する広
がり⇒着装部衝
突圧応力の作出。

●研究上の課題
「尖頭石器」も、「ナイ
フ形石器」も、基部加工
や側縁部加工の形状や剥
離角度変異の、①着装・
衝突圧に対する雇い柄・
矢柄の応力は創出形態、
②柄・ハンドル・手指に
よる作用部への荷重に関
する工学的検討、が欠落
して器具研究へ移行でき
ない石器研究用策定概念。
多様な機能。

●石槍・石鏃の形態特性⇒押圧剥離整
形による細剥離面集合の局面整形で,衝
突圧に対する形状強度を作る。

カエシ？進入切削用形態？

衝突圧への応力確保形態？

石鏃と同じ根挟みに着装した剥片は衝突圧で割れ
る


